























































明治 23 年（1890）の『鹿児島県農事調査』は，鹿児島県全体の「切替畑」面積を 5 万 7713
町余としており，田畑全体の 2 割強を占めていた。この面積は，昭和 11 年（1936）の山林
局の焼畑調査が捉えた 2763 町や，昭和 25 年（1950）の世界農業センサスが示す 439 町弱
と比較して，かなり大きな数値だといえる。中村はさらに古い数値として，明治 14 年（1881）
の地租改正時の耕地面積を紹介しているので，図 1 にその分布を示した。資料は旧大隅国 
 
 
図１ 姶良・桑原・囎唹郡の村別耕地面積（1881 年） 
『桑原囎唹郡郡役所管内一覧』（中村 1981：5-10）による。市域や海岸線は現在のものであり，ベースマッ





























  田方 畠方 山畑 合計 典拠 
福昌寺領 52.73.02 9.00.05 34.08.00 95.87.02 旧記雑録後編 2，p.602-603 
泰平寺領 6.88.03 1.50.00 1.52.00 9.90.03 旧記雑録後編 2，p.603 
広済寺領 5.00.00 4.00.00 15.00.00 24.00.00 旧記雑録後編 2，p.604 
般若寺領 6.50.00 0.60.00 0.90.00 8.00.00 旧記雑録後編 2，p.605 
山川正龍寺領 1.63.28 0.84.19 2.96.11 5.44.28 旧記雑録後編 2，p.617-618 
隅州蒲生之内 0.22.00 ０ 0.12.00 0.34.00 旧記雑録後編 2，p.619 
薩州河辺之内 記載略 記載略 記載略 12.59.11 旧記雑録後編 2，p.620 
東郷助左衛門 2.07.07 0.31.11 ０ 2.12.01 旧記雑録後編 2，p.666-667 





































記していないものの，文禄 2 年（1593）薩州諸所領知目録（鹿児島県維新史料編さん所 1982：
                                                     
１ 5 点の寺領目録が記す分米から斗代（1 反あたりの石高）を算出すれば，田方は 10 斗，畠方は 5 斗，
山畑 2 斗となる。上記の福昌寺領では山畑の計算が合わないが，面積が 30 町 4 反 8 畝の誤写だとすれ
ば符合する。 
図 2 山畑を寺領に含む寺院（1592 年） 












の在所 1 斗，中の在所 0.7 斗，下の在所 0.4 斗とされていた。対して後者では，畠の斗代が





















































































































図 3 山川正龍寺領の地筆に比定される小字 
★は正龍寺跡を示す。小字の明朝体は田方，丸ゴシック体は畠
方，ゴシック体は山畑を示す。ベースマップは明治 35 年（1902）
測図・明治 45 年（1912）補刻 5 万分の 1 地形図「開聞岳」。 
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